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行動発現分野
久保田競･三上章允･薄口俊之･中村克樹
研究概要
A)前頭菜の研究
I) コザルの前頭葉の発達の研究
久保田放･薄口京子.)
生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を学
習させ,前頭連合野.運動迎合野,運動野に
GABAやDOPAMINEの阻窃刑を微丑局所注
入すると,反応の成約の低下と運動の障害が一
時的にみられる｡これらの変化と解剖学的変化
を解析して,GABA抑制やDOPAMINEと前
頭菜の発達の関係を明らかにする.
2) 前頭掛 こおける局所回路の働きの研究
三上章允･松元健二2)･小高泰3)･久保田競
前頭葉から複数のニュー ロン活動を同時記録
し,その性質と相互連絡の様式を比較検討した｡
3)前頭葉の機能構築
薄口俊之り･久保田競･山根到2)
前頭葉が認知や運動機能をいかに再現してい
るかという問題を,電位感受性色素による光学
測定法や薬物の局所注入法を用いて解析してい
る｡
4) リー チング運動に関する前頭葉の機能マッ
プ
山根到2)･薄口俊之 ･久保田競
遅延リー チング課題を行っているサルの前頭
葉の様々な部位へムシモー ルを局所注入して,
注入部位と陣苔の有無･性質を解析し,7)-チ
ング運動に関する前頭葉の機能マップを調べた.
5)前頭前野の作業記憶過程における情報伝達
物質の役割
薄口俊之 ･久保田競
前頭前野の作業記憶過程にどのような情報伝
達物質がいかなる役割をしているかを明らかに
する目的で,眼球運動による遅延反応課題 とイ
オントフォレシス法を組み合わせた実験を行 っ
ている｡
6) 前頭前野の作業記憶機構
長谷川良平2)･薄口俊之 ･久保田競
作業記憶の脳内機構を調べるために,限球遵
動を反応に用いた作業記憶課題 (遅延反応や遅
延見本合わせ)を行っているサルの前頭前野か
らニューロン活動を記録し,解析 している｡
7) 脳の情報処理過程の計算論的研究
植木浩一郎2)･久保田競
ニューロンの情報処理モデルを提案 した｡モ
デルやモデルのネットワークを用いたいろいろ
な脳の惜報処理過程の計井論的研究を計井機 シ
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